






高齢者の雇用は若者の雇用を奪う？                             
 

  

  

  

  

  

    

    

    

    

 

    

   

    

    

 

 

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

 

    

    

    

    

    

   

まったくもう！田中さんってば！ 

大事にならなくて良かったですね。 

しかし、田中さんの対応を見てペン田さんも勉強になったでしょう？

そういう問題じゃないんですよ－…。 

あっ、それで、第一話でも話しましたが、高齢者の雇用が増えると、

若年者の雇用が減るということはないのですか？ 

世の中の仕事の量が一定で、その仕事を労働者が「分け合う」とな

ると、高齢者の雇用が増えることで、若年者の雇用の機会が減ること

もあるでしょうねえ。 

ほらやっぱり！高齢者雇用なんて若者にとっては良くないことじゃ

ないですか！高齢者雇用なんて反対だーっ！ 

ふむふむ。では、ペン田さんに質問です。 

会社は、どんな人材を必要としていると思いますか？ 



 

    

    

    

    

  

    

   

    

    

 

    

   

   

   

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

        

    

    

    

    

    

     

     

 

     

えっ？うーんと…まあ経験を持っているとか…すぐに高い成果を出

せるとか？ 

なるほど。それらは大切でしょうね。では、そう考えると… 

はっ！もしかして、経験の浅い若者は会社にいらないと…？！ 

極端に言えばそうかもしれませんよねえ。 

えぇっ！？でも、将来を担えるのは若者ですよー！？ 

そうですね。高齢者だっていつまででも働き続けることができるわ

けではありません。会社の成長や存続を考えると、若者も必要です。 

要は、会社は若者と高齢者に同じ役割を求めていないのですよね。 

なぬ？ 



                  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは私の考えですが、高齢者には高い専門能力や、これまでの経

験や知見を活かして後進者を育てることなどが求められているのでは

ないでしょうか。 

ほうほう。 

あくまでもたくさんある理由のうちのひとつですよ。会社によって

高齢者と若年者それぞれに様々な役割があるでしょう。是非自分の会

社の中で考えてみてはいかがでしょうか。 

ふーむ…。 
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